
数物科学科  

3 つの方針 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 その他 

学位授与方針 

(ディプロマ・ 

ポリシー） 

・数学及び物理学の基

本的な概念を確実に身

に付け、その専門的応

用力を有し、関連する

基本的な情報学的ある

いは工学的知識もあわ

せ持つこと。 

・数学あるいは物理学

の知識を応用し、情報

化社会の諸問題を論理

的に把握し判断できる

能力と姿勢を持つこ

と。 

・数学あるいは物理学の

素養を基として、複雑な

現象に隠されている原理

を発見し、数学や物理学

と関連して理解・応用す

る努力ができること。ま

た、新しい問題、課題に

自主的に取り組む姿勢を

持つこと。 

・数学的及び物理学的

な思考力と応用力を身

に付け、演習や実験等

で培った知識と技能に

よって問題を把握表現

し解決する努力ができ

ること。 

 

教育課程編成 

方針 
(カリキュラム・

ポリシー) 

・数学、物理、及びそ

れらに関連する情報分

野を体系的に学修でき

るように基礎及び展開

系列の科目を置く。 

・学生自ら問題を発

見・設定し、解決のた

めに道筋を考える努力

ができるように 卒業

研究を置く。 

・数学、物理及びそれら

に関連した情報科学分野

への強い関心と積極的な

学修姿勢を涵養するため

に、演習科目と実験科目

を豊富に置く。 

・講義で修得した知識

や思考力を発表・報告

できるように演習科目

と実験科目を豊富に置

く。 

 

入学者受入方針 

(アドミッショ

ン・ポリシー） 

・高等学校までに学ぶ

べきことを幅広く修得

していること。特に、

入学後の学修に必要な

数学、理科、英語、日

本語の教科書レベルの

基礎学力を有している

人。 

・数理的な思考を運用

できる基本的な能力を

有している人。 

・自然界のみならず、人

間社会に現れる現象等の

様々な事象を理論的・科

学的に明らかにしたいと

思っている人。 

 

・高校で学んだ数学や

理科の基本的な事項に

ついて段階を追って説

明しかつ実行できる

人。 

 

 
 
物質生物科学科  

3 つの方針 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 その他 

学位授与方針 

(ディプロマ・ 

ポリシー） 

・化学と生物学及びそ

の複合領域である分子

生命科学の基礎的な知

識を修得し、更に、い

ずれかの分野の高度な

学問内容及び方法を理

解している。 

・自ら設定した課題に

ついて、化学、生物学、

もしくは分子生命科学

の研究方法を用いて、

取り組むことができ

る。 

・自然科学的な論理的思

考法を有する者として、

社会における自らの役割

と責任を自覚でき、それ

ぞれの場において、ニー

ズに応えるべく努力でき

る。 

・化学的、生物学的及

び分子生命科学的な基

本技術を持っており、

更にそのいずれかの技

術を実践の場で活用で

きる。 

 

教育課程編成 

方針 
(カリキュラム・

ポリシー) 

・「理学基礎」科目で得

た知識を基礎として、

より専門性の高い化

学、生物学及び分子生

命科学の広く深い知識

を段階的に身に付け、

理解できるよう、学年

を考慮した専門科目を

置く。 

・勉学によって得た知

識を実地に用いて、提

起された問題を論理的

に解決でき、結果を順

序立てて伝達できる能

力を養えるよう、演習

及び実験科目を置く。

・学問的知識や技能を、

環境保全や社会貢献等、

生活や社会に活用できる

よう、授業や演習、実験

を通じて、自然や社会へ

の関心を刺激、促進する。

・実践的なプレゼンテ

ーションやレポート作

成、実験技術を身に付

けられる講義や演習、

実験科目を置く。 

・問題解決能力を養う

ために、各人が独力で

新規の研究テーマに取

り組む卒業研究を置

く。 

 

入学者受入方針 
(アドミッショ

ン・ポリシー） 

・化学、生物学や分子

生命科学、そして環境

科学やバイオテクノロ

ジーに関心を持ち、こ

れらについて基礎的な

知識を有している人。 

・物質や生命に関わる

様々な現象を科学的に

学び、論理的に考え、

「もの」や「いのち」

に関わる問題を合理的

に考えることのできる

人。 

・自然や社会でみられる

様々な、物質的現象や生

命現象に興味があり、こ

れらに関連する知識や技

術を修得し、生活や社会

の場で生かしたいと考え

ている人。 

・物質や生物を扱う技

術に興味があり、自分

や社会にとって有益

で、他者や後進にも伝

えるべき重要なものと

思っている人。 

 

 


